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第40回優良省エネルギー設備顕彰事例④

空調管理・制御システム 
smart management（スマートマネジメント）

建物の概要
名　称　ZENT岡崎インター店

所在地　愛知県岡崎市大平町字堤上 1番

概　要　建家：地上 4階　延床面積：24,116.72m2　構造：S造　用途：遊技場

1 ．技術開発の目的と経過
目的： ①ホール内の室内温度を一元管理し快適性を損なわない省エネでCO2削減に貢献（経費削減）

　　　②ホールスタッフの業務負荷の軽減（省人化）

経過： 令和 4年 4月（設計・検討）

　　　令和 4年 7月（試作）

　　　令和 4年 8月（納入・引渡し）

2 ．設備・システムの概要
「smart management（スマートマネジメント）」は、ホール内の各領域に生じた室温の斑を自動で解消す

る空調省エネルギーシステムです。

smart managementは、以下 5つの機能を備えたシステムです。

①エアコン室外機の圧縮機の運転率を制御する「室外機制御部」

②換気扇の換気量を制御する「換気制御部」

③ホール内の目標温度を設定する「温度制御部」

④各領域内の室温を監視する「室温監視部」

⑤各領域内の室温の斑を解消するように指令を出す「総合制御部」



【将来性】
・ ウェザーニュースなどの気象APIと連携し、外気温・湿度情報を受信することで外気を活用した空調機器

の自動制御が可能となり、省エネ性能がさらに向上します。

・年間の温湿度情報を蓄積し、季節ごとに最適な設定を算出し設定することも可能になります。

・デマンドレスポンスに対応し快適性を損なわずに節電・収益を実現します。

3 ．着想
パチンコホールでは、遊技台ごとに稼働率が異なることや日当たりなどの影響によって、空調機器の設定

を同条件にしてもホール内の室温が各領域によって斑が生じてしまうことがあります。

室温の斑が生じた場合、ホールスタッフが都度、空調機器の設定を手動で操作して対応していますが、そ

れはホールスタッフの業務負荷となり、他のホール業務によりすぐに対応できない場合もあります。

また、どうしても室温の斑を体感してからの操作となり、しばらくはお客様に不快感を与える時間が生じ

てしまいます。加えて手動で空調機器の設定を変更するので、冷やし過ぎや暖め過ぎることがあり、空調機

器の電力をより多く消費していました。これらの問題は空調機器の自動制御で解決できると着想しました。

4 ．効果（省エネルギー）







5 ．投資回収（省マネー）
上記表内「年間削減効果見込み年間基本料金」より 1 年間の削減値は5,958,996円、開発および導入コス

トが16,000,000円であることから 3年弱での回収が可能。

6 ．他の建物への応用性
① 本システムは空調設備が備え付けられた建物への設置が可能である為、パチンコホール以外の商業施設や

学校、介護福祉施設、工場、オフィスなど応用性が高い。

②既設の空調設備を廃棄することなくそのまま使用できるので環境にもやさしく便利性が高い。

7 ．仕様

【領域毎の室温の斑を解消するフローチャート】



【smart management システム概要】



【smart management システム構成図】

8 ．環境保全
上記表内「年間削減効果見込み 年間使用量〔kWh〕」より年間電気使用量の削減値が147,910kWhである

ことから、 1年間のCO2削減効果は以下となります。

年間電気使用量 147,910kWh×CO2排出係数 0.555kg-CO2/kWh＝CO2削減効果 82,090.05kg-CO2

9 ．工夫した点、発想した点、創作した点、新しい点等、設備の特徴
＜工夫した点＞
人が少ない時間帯や多い時間帯、出入口付近や窓際付近など室内環境の違いに合わせて空調運転率を最適

化することで快適性と省エネ性の両立を実現しました。



＜発想した点＞
エアコン本体にも温度センサーは内蔵されていますが、エアコンが高い天井に取り付けられた場合、天井

付近の温度しか測定できません。重要なのは人が快適性を感じる足元空間の温度であり、天井付近の空間温

度の測定はあまり意味がないと気付き、足元空間に温度センサーを設置しました。

＜創作した点、新しい点＞
近い将来、気象APIと連携することで、PM2.5、花粉、黄砂予測で換気制御を行い健康被害の低減や外気

の温湿度情報を活用したより高性能の省エネへのアップデートを予定しています。

＜設備の特徴＞
セントラル空調、パッケージエアコン、ガスエアコン、水冷式エアコンなどあらゆるエアコンに対応して

います。

10．市場性、販売状況、適応市場の大きさ、競合品又はシステムとの比較、販売実績（国内、外）等
＜市場性＞
脱炭素化が求められる社会において省エネへの取り組みは避けては通れない時代です。

本システムはエネルギーの高騰に合わせて需要も増え、空調設備を備えた全ての建物への提供が可能な

為、市場性が高いシステムです。

＜適応市場の大きさ＞
大型商業施設や映画館、工場、EC販売の物流倉庫などの天井の高い建物や、空調管理の条件が厳しいサ

ーバルーム、テレワークのシフトで社内スタッフの人数を減らした企業など様々な業種への適応が可能で

す。

＜競合品又はシステムとの比較＞
温度ロガーや気象APIと連携して温度管理を行う空調システムは他にはなく独自性があります。

＜販売状況、販売実績＞
本システムは、株式会社善都と株式会社未来のコトの共同開発で試験を重ねながらZENT岡崎インター店

に最初に導入しました。

11．外観・構造図

外観 中継機



操作パネル（運転状況）温度ロガー

操作パネル（測定温度） 操作パネル（使用電力量）

操作パネル（換気扇運転率）操作パネル（エアコン運転率）

12．講評
遊技場ホールの空調設備に対して、運転制御システムを高度化することによって省エネ化、快適性向上を

図った。制御項目はエアコン屋外機、換気扇、室内温度などであり監視パネルを備えて室内の温度状況や機

器の運転状況を把握できるようにしている。室内温度は床面に近い位置で計測しており、快適性の適切な把

握に配慮している。

この事例では投資回収年が 3年弱となっているが、今後さらに省エネ化を強化しコストの削減も考慮する

ことが望まれる。また、省エネ化や快適性向上についてさらに工夫をしその効果を深堀することが期待される。


